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「平成24年度輸入食品等モニタリング計画」の実施について

標記については、平成24年３月29日付け食安輸発0329第２号（最終改正：平成

24年12月14日付け食安輸発1214第３号）により実施しているところです。

今般、腸管出血性大腸菌の検査法が改正されたことから、下記のとおり改正し、

同通知の別添を別紙のとおりとしますので、御了知の上、対応方よろしくお願いし

ます。

記

平成24年３月29日付け食安輸発0329第２号「「平成24年度輸入食品等モニタリング

計画」の実施について」の別添「Ⅱ 畜水産食品のモニタリング検査実施要領中の

２検査方法、(2)試験方法のエ．腸管出血性大腸菌Ｏ２６、Ｏ１０３、Ｏ１１１及び

Ｏ１５７」の

「腸管出血性大腸菌Ｏ２６、Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法について」（平成24年

５月15日付け食安監発0515第３号）中の別添「食品からの腸管出血性大腸菌Ｏ２６、

Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法」により試験を実施する。

「腸管出血性大腸菌Ｏ１０３の検査法について」（平成24年５月25日付け食安輸発

0525第１号）により試験を実施する。

を

「腸管出血性大腸菌Ｏ２６、Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法について」（平成24年

12月17日付け食安監発1217第３号）中の別添「食品からの腸管出血性大腸菌Ｏ２６、

Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法」により試験を実施する。

「腸管出血性大腸菌Ｏ１０３の検査法について」（平成24年12月18日付け食安輸発

1218第４号）により試験を実施する。



に改正し、また、別添「Ⅳ 農産食品のモニタリング検査実施要領中の２検査方法、

(2)試験方法のカ．腸管出血性大腸菌Ｏ２６、Ｏ１０４、Ｏ１１１及びＯ１５７」の

「腸管出血性大腸菌Ｏ２６、Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法について」（平成24年

５月15日付け食安監発0515第３号）中の別添「食品からの腸管出血性大腸菌Ｏ２６、

Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法」により試験を実施する。

「腸管出血性大腸菌Ｏ１０４の検査法について」（平成24年５月25日付け食安輸発

0525第２号）により試験を実施する。

を

「腸管出血性大腸菌Ｏ２６、Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法について」（平成24年

12月17日付け食安監発1217第３号）中の別添「食品からの腸管出血性大腸菌Ｏ２６、

Ｏ１１１及びＯ１５７の検査法」により試験を実施する。

「腸管出血性大腸菌Ｏ１０４の検査法について」（平成24年12月18日付け食安輸発

1218第５号）により試験を実施する。

に改正します。


